

































































































　『甲骨文編』が図 3 の 1 から 40 の文字 を と釈し
たのは、体の部分が亀を表す字とそっくりであり、触角
部分を草冠としたのであろう。因みに亀と釈される甲










































































ることはできない。なぜなら表 1 に引いた の卜辞を
見ると、 を恐れた内容ばかりだからである。蝉は人が



























が 7 つある。6、13、14、59 には 4 月とある。45、55
には 6 月とある。106 には 7 月とある。106 の文字は
ではなく、 の下に火が付された である。これは の
焼殺を象った文字だと考えられる。『甲骨文編』（巻 10）
にある字形を図 3 の 43 から 49 に引いた。ただし 103
から 106 の卜辞を見ると、 は全て「今」の字と成語
になっており、時節を表している。以上七つの卜辞を見
ると、殷では 4 月から 7 月にかけて蝗害が発生していた
ことが分かる。つまり蝗害は夏から秋にかけてあったの
である。彭邦炯は、殷の 6 月は農暦の 7、8 月に当たる
としている（13）。
　第 1 章に示した図 1 の調査研究によれば、黄河地域
においては、越冬した蝗の卵がかえり始めるのは 4 月
ごろで、それがやがて 3 世代にわたって子孫を産み続け、

















　64 から 67 の は、地名、部族名か人名だと考えられ



















　また 100、101 の は、卜辞の文面から見ると、部
族名か地名と考えられる。『甲骨文編』（巻 2）はこれを









































































































は、表 1 の 13 から 32 にあるように、自然神の河神や
嶽神、そして祖先神であった。34 から 38 の蝗を寧息
した儀式も告祭と考えられる。
　河神や嶽神は、いうまでもなく農耕の中心的神である。
























































































































































































（３） 馬世駿「東亜飛蝗在中国的発生動態」（『昆虫学報』第 8 巻
第 1 期、1958）
（４） 陳正祥『中国方志的地理学価値』第 5 章（香港中文大学出版、
1965）




















（15） 島邦男『殷墟卜辞研究』第 1 篇（中国学研究会、1958）
（16） 同上
（17） 白川静『甲骨文の世界―古代殷王朝の構造』第 2 章（平凡
社東洋文庫 204、1972）
（18） 註 15 を見よ
（19） 徐中舒『甲骨文字典』（四川辞書出版社、1988）
（20） 註 2 を見よ
（21） 註 13 を見よ
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表 2　『殷墟卜辞綜類』綜集書目
